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縄文時代の授業              2019・８     

 

１ まちがいさがしをしよう？ 

 

縄文時代と言えば、原始時代！ 

原始時代と言えば、狩りをする人間。 

そんなイメージなら、 

ギャグマンガ、｢ギャートルズ｣がぴったり！ 

 

…そんなイメージがありませんか？ 

  

でも、ギャートルズのマンガは、 

縄文時代のようすだとすると 

ちょっと、まちがいがあります。 

 

さて、そのまちがいはどれでしょうか？ 

この右の 3 枚の絵から、さがしてください。 

 

ヒント：まちがいは全部で 5 個あります。 

縄文時代には関係ない物が、入ってしまって 

いるのです。それは何でしょう？ 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

 

 

  

 

  

https://www.videomarket.jp/title/setreturn/regist
https://ameblo.jp/roberia32/image-12406304771-14270555311.html
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答えは、① ゴリラはいない。 

    ② お母さんと女の子のヒョウ柄の毛皮も、日本にはいないので着られない。 

    ③ 石のお金は使っていない。 

    ④ ハゲワシもいない。 

    ⑤ マンモスはいない。・・・・日本にいたのはナウマンゾウですが、 

      縄文時代には、もういなくなっていました。 

だから、どんなゾウも、日本にはもう、いませんでした。 

…ひっかけに気づいたかな？ 

 

でも、縄文時代より前の旧石器時代には、北海道にマンモス、他の場所にはナウマンゾウが

いました。さらに、その前の時代には、中国大陸には、ヒョウもいたらしい。 

では、なぜ、ヒョウやゾウの種類がいなくなったのか？これが大切ですね。 

縄文時代の前の氷河期には、日本海も一部が 

凍って、中国大陸とつながっていた。その時に

大陸から日本列島にマンモスやナウマンゾウが

やってきました。 

それが、縄文時代になって、気候が暖かくなり、 

海が広がって、日本列島が中国大陸と離れて 

しまいました。そのことで、食料を失い、大陸

に移動できなくなった毛の長いゾウたちは、 

絶滅したそうです。 

 

 

 

２ 私たちの近くに縄文時代の遺跡はあるかな？ 

  

私たちの身の回りに、住んでいる地域に、 

縄文時代の遺跡はないでしょうか。 

さがしてみましょう。県や市の文化財を扱うＨＰに、 

きっと掲載されているでしょう。 

  

右の日本地図は縄文中期の大きな遺跡を表しています

が、時代別に見ても、縄文時代の遺跡は、全国で 

およそ 10 万カ所もあって、他の時代に比べて一番遺跡

の数は多いそうですので、きっと見つかるでしょう。 

https://ameblo.jp/oldworld/image-11356479391-12191118364.html
https://ameblo.jp/oldworld/image-11356479391-12191130230.html
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では、私たちの学校のある市川市を例に、考えてみ

ましょう。 

市川市には、縄文遺跡は、50 以上あります。 

その場所の一部を、右の地図で表していますが、 

なぜ、縄文時代の遺跡が集中している地域が 

あるのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、実際に遺跡のあとを歩いて回ると、とても分かりやすいことなのです。 

例えば、国の史跡にも指定されている堀之内遺跡、曽谷貝塚、姥山貝塚、そのどの遺跡も、

ガケの上にあります。 

写真では、とても平らなところに、 

それぞれの遺跡があるように見えますが、 

右の写真を見てもらうとわかるように、 

その入り口はがけ下にあり、階段や坂を 

上っていった先に遺跡があるのです。 

そのまわりに、貝が大量に地面に落ちて 

いるのがわかります。 

市川市の中でも、北部のガケの上に縄文時代の遺跡はあります。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E5%A0%80%E4%B9%8B%E5%86%85%E8%B2%9D%E5%A1%9A.jpg
https://mitte-x-img.istsw.jp/ichikawa/file/ichikawamap.pdf
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＊新築住宅建設のための発掘調査。台地の上の畑だったところに縄文遺跡がある。右は竪穴住居のかまど

跡、炭や焼けた赤土も見つかっている。 

 

では、なぜ、崖の上に縄文時代の遺跡があるのかは、下の左の地形図を見てみましょう。 

この地形図に、縄文遺跡の場所を点で示してみたものが、右の地形図です。 

高台の台地の上に、縄文遺跡があったことがよくわかるでしょう。 

 

 

https://cdn.4travel.jp/img/tcs/t/pict/src/30/12/57/src_30125740.jpg?1376504952
https://cdn.4travel.jp/img/tcs/t/pict/src/30/12/57/src_30125762.jpg?1376504952


- 5 - 

３ 縄文時代は暖かかった！ 

では、なぜ、縄文時代の人々が、台地の上、高い所に住んでいたのでしょうか。 

それは、最初のまちがいさがしの時に書いた通り、縄文時代は、それ以前の旧石器時代より

も、暖かくなったからです。気候が今よりも暖かくなり、｢縄文海進｣と呼ばれるように、氷

河期の氷が溶けて、海が広がりました。 

右下の地図で、市川市の当時の海を表してみると紺色の部分がすべて海になります。 

 

関東平野を見ても、下の図にあるように、 

海岸線は、江戸川や利根川の奥深くまで 

入りこみ、それに沿って、縄文時代の 

遺跡の貝塚が残っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本中に 10 万以上も縄文遺跡があるので、 

きっとそれぞれの遺跡の場所と、縄文時代の海の海岸線の地図が、各地域にあると思います。 

どんな縄文遺跡があり、みなさんが暮らしている地域は、台地の上なのか、今は海の中か、

調べてみるとおもしろいですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

次に、暖かくなった縄文時代、目の前には海、台地の上には森がある暮らしで、人々は何を食べていたでしょうか。 
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４ 縄文時代の人々の食べ物は？ 

目の前には海が広がり、後ろには森が広がる、そん

な環境の中で、縄文時代の人々は暮らしていました。 

市川北部の学校では、台地の森を想像するのに有利で

すし、市川南部の学校では、近くの海を想像すること

ができるでしょう。 

その風景を想像しながら、縄文時代の人々の食べ物だけではなく、その食料を取る方法や、

それをどうやって食べていたか、調理方法も考えてみましょう。 

なるべく具体的に書くことで、縄文時代の人々の知恵や技術に近づけますよ。 

皆さんで意見を出し合ってみましょう。 

海の物と山の物を分けて、考えてみるといいかもしれませんね。 

(ただ、魚、ではなく、その種類も書きましょう。いくつ知っているかな？) 

食料 取り方 食べ方・調理法 

海    

   

   

   

   

   

山    

   

   

   

   

   

 

さて、みなさんの予想した答えが、合っているかどうか、 

どうしたら、わかるでしょうか。証拠はあるでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

どんなものが、証拠として残っているでしょうか。 

https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CJZbH5CNIXejuC5OM9AP2pKhYopiMpFe6xqCEwQnbjqCP_AgQASDtzosCKAhgifu1hMQToAGayYakA8gBBqkCSFlUhs1FRD6oAwHIAwKqBNYBT9BHCLlgBsxykPXv2Bdt08hYL_mVTyQKYTVBIi8OHjaSk0h85_RBzFa52V3t_D-qpVGTiyB0V_IKisIzZ5eIcteZARuhpVBiO9KJQVGWBYJh_nXqOT2uD6LWkZ3pwNOXTX_yYQ3yK1fbSoP7uYO2k-My-KFA-yPmfRWNh-IUZQiqk10ADYoihaq9lVYOqIMHsUSGPry26JGw9sM4DCHUUKhbiAYip7l8lG3iT2LxdOT-XEv1OD48c1Ug_Swooghxh2ejdixJQtk2aojqeSDC5XrGpEHzJaAGN4AHzrb5W6gHjs4bqAfVyRuoB8HTG6gHhdQbqAeB1BuoB4LUG6gHhtQbqAeE1BuoB5PYG6gH4NMbqAe6BqgH2csbqAfPzBuoB6a-G6gH89EbqAfs1RvYBwHSCAcIgGEQARgOsQmr0nhJkLxONIAKAdgTDA&num=1&cid=CAASEuRoYEV1P2GJievSMM5H-tp4_w&sig=AOD64_1DxUjfb6OJKd9PF_OmdRfCLyZW_A&client=ca-pub-0888130108406244&adurl=https://www.jal.co.jp/domtour/hok/index.html?utm_source%3Dgdn_rm%26utm_medium%3Ddisplay%26utm_campaign%3D04_domdp%26utm_term%3D%26utm_content%3D02__4866347509_1748733296_74471466147_354116124417%26ipao9700%3Dd%26ipao9701%3D%26ipao9702%3D%26ipao9703%3Dc%26ipao9704%3D354116124417%26ipao9705%3Dwww.shinrin-ringyou.com%26ipao9721%3Daud-308195886939%26ipao9722%3D1748733296%26ipao9723%3D74471466147%26ipao9724%3D%26ipao9725%3D1009054%26ipao9726%3Dnone%26ipao9727%3D%26ipao9728%3D%26ipao9729%3Dboomuserlist::404206130%26ipao9730%3D%26ipao9731%3D%26ipao9732%3D1367969025495478393%26ipao9733%3D%26ipao9734%3D%26ipao9735%3D%26ipao9736%3D%26ipao9737%3D%26ipao9738%3D%26ipao9739%3D%26ipao9740%3D%26ipao9741%3D
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証拠は、実は、あるのです。 

日本は火山地帯にあるため、日本の土地は火山灰に 

おおわれている土地が多く、どちらかというと、 

土地は酸性の性質を示していて、多くの生き物の 

骨などは、溶けてしまいます。 

 

しかし、縄文時代の遺跡にある貝塚は、何ｍもの 

厚さで貝が蓄積された層が残っています。 

その貝塚の層は、石灰質でアルカリ性のため、 

いろいろなものが入っていて、長い間たっても 

溶けずに残されていることが多いのです。 

 

さて、貝塚や縄文遺跡で、どんなものが、発掘されているか、市川市の貝塚の例を見てみま

しょう。 

① まず、貝塚から発見される海の物の痕跡を見ましょう。 

 

 

 

つぶ＝バイ貝 

 

 

             

         バカ貝＝赤貝 

 

 かき 

 マテ貝 

 

 

 

９：バイ貝  13・15:マガキ  17:アサリ 19:しじみ  21:ハマグリ  ２２：バカ貝 

２３：シオ吹き  24：マテ貝 ・・・・など 

https://www.photolibrary.jp/mhd5/img509/450-2017012501021432842.jpg
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三内丸山遺跡の魚の骨 

 

 

 

市川から出土している魚の骨は、クロダイ、スズキ、コチ、マダイ、サバ、イワシ、キス 

ヘダイ、ウナギ、カジキ、エイ、他にもウミガメやイカの甲羅も・・・などです。 

 

 

 

 

クロダイ                   スズキ            コチ 

 

 

 

 サバ           カジキ 

              エイ      イカ 

 

 

 

ウミガメ    きす           フグ              

上左から アシカの下あご 

すっぽん マグロ 

釣り針   ウニ  クジラ  

イルカ  フグ  カニ 

 

https://pixta.jp/illustration/26529363
https://www.photolibrary.jp/mhd6/img278/450-20130126001732176948.jpg
https://3.bp.blogspot.com/-ihRBexulbCo/Whu2O42lg3I/AAAAAAABIgM/b46R_FhCdW8PSfnQUKHxLTj1kcJP_ZKwwCLcBGAs/s800/fish_akaei.png
https://previews.123rf.com/images/lumyaisweet/lumyaisweet1703/lumyaisweet170300048/78452968-ウミガメ動物漫画イラスト。.jpg
https://2.bp.blogspot.com/-rdujc-Yt5k8/VveJAiqrl3I/AAAAAAAA5PE/un25R_orgX4JYeTqSxK8asqN_mCKzUsPA/s800/fish_sakana_yariika_syokuwan.png
https://www.photolibrary.jp/mhd8/img560/450-20180110202925264825.jpg
https://atpolkadotz.com/img/illustrator/suzuki2.jpg
https://1.bp.blogspot.com/-f9uclHHNvjs/Vu0kayZC4hI/AAAAAAAA5As/G6GIME9VsQYP8YIumlBOUPY_q0gChIyXw/s800/uni_murasaki.png


- 9 - 

貝や魚の種類がたくさんあるのがわかりますね。 

それだけでなく、海の哺乳類、クジラやイルカなどの骨も見つかっています。 

市川市立考古博物館では、入口にコククジラの標本が展示されていますが、これは、総武線

近くの住宅地から発見されたものだそうです。縄文時代の人々が、浅瀬に乗り上げたコクク

ジラを食べたあとの骨だと考えられているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 今度は山にいる動物の痕跡を見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想は合っていましたか。 

サルの人形が出てきたので、サルも食べていただろうと考えられています。 

サルを食べていたのは、意外ではありませんでしたか。 

左からオオヤマネコの上あご、 

サルの頭、ウサギの下あご、 

矢じりの刺さったシカの頭の骨、 

イノシシの人形 サルの人形 

下は割られた鳥の骨 
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③ 山で食べられる物は、動物だけではありません。 

もちろん、植物も採ってきて食べていたはずですね。 

どんな植物を食べていたかというのも、よく残されています。 

よく、教科書では、木の実と書いてありますが、具体的にはどんな物だかわかりますか。 

みなさんは、木の実を食べたことがありますか。 

木の実を食べたことがないと言う人も、「ナッツ」と言えば、わかるのではないでしょうか。 

ただし、ピーナッツは木の実ではありません。 

みなさんが食べている木の実の中に入る物で、縄文時代に食べられていたのは、栗、クルミ

などです。(もちろんマカデミアンナッツやアーモンドなどは縄文時代、採れませんでした。) 

他に、どんな木の実を食べていたのか、その証拠を見てみましょう。 

全国各地で縄文住居の近くに、どんぐりを貯蔵していた穴

がたくさん見つかっています。 

その中には、たくさんの木の実が詰まった状態で発見さ

れています。 

 

 

市川の遺跡で発見されている木の実には、どんなもの

があるでしょうか。 

とちのみ 
曽
谷
貝
塚
の
貯
蔵
穴 
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縄文人が食べていた木の実で、一番多かったのは、どん

ぐりの種類です。 

どんぐりにもいろいろな種類があります。 

しいのみ、かしのみ、くぬぎ、とちのみ… 

など様々です。 

 

ただ、今の時代に、どんぐりを食べな

いのには、理由があります。どんぐり

にはアクがあり、そのまま食べると強

い渋み・苦みを感じるからです。 

 

 

 

 

 

しかし、温暖な気候の縄文時代には、照葉樹林と 

言われるどんぐりの森が日本列島に広がっていて、 

たくさんの実を落としていました。 

また、どんぐり自体のでんぷんの量も 

他の果実に比べると多く、 

渋みを抜けば、優秀な食料になりました。 

そこで、縄文時代の人々は、今の時代に

行われるあく抜き・渋抜きと 

同じように、灰で煮る方法や流水を使っ

て、長時間の手間をかけ、 

渋抜きをしたと考えられます。 

その後、粉にして練って、 

食料にしたようです。 

 

 

他に、縄文時代の人々が、どんなものを食べていたか、それを季節ごとにまとめたのが縄文

カレンダーです。 

それを見るとさらに、イメージがふくらむことでしょう。 

 

上からクルミ、栗、チャンチャンモドキ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Donguri.jpg
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５ どうやって、縄文時代の人々は、動物や魚や植物を捕まえ、あるいは取っ 

ていたのでしょうか。その方法は？ 

 

① 海の道具 

 これも、証拠がいくつか残っています。 

何が出てきたかというと、まず、最近、2015

年に、市川で発掘されて見つかったのが丸木

舟です。 

この丸木舟は、日本でも最古のものだそうで、

今から 7500 年前の物、7,2ｍもあるので、

教室に入りきらないほどの長さです。火で焦

がしながら、大きな木を石器でくりぬき、作

られているそうです。市川の北部の高速道路

建設地(雷下遺跡)で、見つかりました。 

(なんと、日本全国では縄文時代の丸木舟は、

160艘
そう

も見つかっていますが、そのうちの 60

艘は千葉県で見つかっているそうですよ。) 

 

 他にも、下の写真のような道具が見つかっ

ています。 

釣り針やモリです。鹿の角や骨から作られた

ものです。 

 

他に、木の皮で編んだ漁

網の痕跡も見つかってい

るようですし、網で魚を

取ることも行なわれたで

しょう。 

 

 

 

 

② 山の道具 

 山の道具にはどんなものがあるでしょうか。 

まず、写真を見てください。何の写真だか、わかりますか。 

https://ameblo.jp/shimonose9m/image-12340054757-14100587409.html
http://toneri2672.blog.fc2.com/img/17031319.jpg/
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これは、神奈川県の遺跡で見つかったものです。 

 

黒く見えるのは、全部、穴だったところ・・・です。つまり、答えは落

とし穴。 

 

この数限りないたくさんの落とし穴を、縄文時代の人々が掘って 

使っていたというのは、本当にご苦労様と言いたいくらいです。 

当時、スコップはありませんから、使ったのは石器と木の道具です。 

どれだけ時間がかかったでしょうか。 

しかも、穴の中には、サカモギと言って、落ちた獲物が傷ついて 

逃げられないように、とがった木の先の棒を埋め込んだ穴も 

見つかっています。 

また、落とし穴の間に、たくさんの線があるのがわかりますか。 

これは、イノシシが通ったケモノ道。 
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縄文人たちは、よく動物を観察して、その

動物がどんなところを通るかをよく知って、

落とし穴も作ったことがわかります。 

縄文人は、自然や動物について、はるかに

私たちより知識が豊富で、賢かったことで

しょう。                                 

それ以外に道具として見つかっているものは、弓矢の先の矢じりや、 

ヤリ先です。しかも、黒曜石(天然のガラス)製の物です。 

黒曜石は関東地方では取れません。長野県か、伊豆諸島の神津島が 

一番近いので、そんなに遠くの物も交易で運ばれてきたのです。 

動物を捕まえるには、わなも考えられたことでしょう。 

落とし穴と同じように、動物の習性をよく知っている縄文時代の人々にとっては、けがの危

険を冒すよりは、わなを仕掛けることも、考えられたでしょう。 

 

植物・特に木の実を取ってくる道具としては、編みかごが使われて 

いたようです。それも、遺跡から出てきています。 

縄文ポシェットと言われる三内丸山遺跡の編んだ袋が有名ですが、 

この袋は、漆が塗られていて、雨に強く丈夫でしかも美しい 

というすばらしい木の皮(ヒノキ)で編んだ編みかごです。 

以後も、日本各地で、かごが発見され、下の写真の 

かごは福島県で発見された物。クルミでパンパンにふくれ、 

木の皮でタテヨコに編んだ編地もはっきり見えます。 

他にも、佐賀県では 740 個もの編みかごが発見されているそうです。 

 

 

 

 

 

 

福井県 

曽
谷
遺
跡
の
落
と
し
穴 

https://www.instazu.com/media/2067414488936045417
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６ どんなふうにして、食べていたのか？ 

 みなさんは、食べ方については、「そんなの決まってるじゃないか？」と思うかもしれま

せんが、縄文時代の人々の食べ方についても、いろいろと、学者の先生によって、考える仮

説が違っているようですよ。 

では、種類別に、食べ方の説とその証拠を見ていきましょう。 

 

① 生で食べる？ 焼いて食べる？ 

 これは、何でも、おいしいですね。新鮮だし、お刺身はおいしい。 

そして、焼いたら何でも、食べられますね。  

みなさんは、焼き肉、焼き魚、焼く料理法は好きですか。 

貝も焼くとおいしいですね。焼きハマグリ、焼きガキ、アワビのステーキ・・・ 

 

でも、ちょっと待ってください。 

漁や猟でとった獲物、全部をその日のうちに、全部食べ切れるでしょうか。 

魚 1 匹、貝少々ならば、食べきれるでしょう。 

でも、イノシシ 1 頭、魚 100 匹が獲れたりしたら、数家族では、 

これは、食べきれないでしょう。 

現代のように、冷蔵庫も冷凍庫もない時代、だからと言って、 

毎日 1 匹だけ釣る、イノシシ半分だけ捕まえる…そういうわけには 

いかないので、保存食を作る方が、仕事になります。 

ですから、焼いて食べるのは、取れた量に比べれば、ほんの少しだけだったでしょう。 

 

② 煮て食べる。 

 煮て食べるために必要なものは何でしょうか。 

それが、土器、つまり縄文土器ですね。 

では、何を煮て食べたのでしょうか。 

縄文土器の中には、煮たあとが残っているものが 

あるそうですが、何を煮て食べたか、土器自体から

は、あまり情報は得られません。 

 

しかし、遺跡の多くのまわりには、貝塚があること

から、貝を煮て食べたのはまちがいありません。 

二枚貝も巻貝も、生きている間は人の力で貝の口を開けるには、相当な力と鋭いナイフが 

要ります。けれども、熱を加えると、簡単にその口を開きます。 

貝塚にあるたくさんの貝は、そのようにして、貝の身を出したものでしょう。 

http://www.iwate-maibun.jp/wp/wp-content/uploads/2014/10/kouki01.jpg
http://www.mitaka-iseki.jp/kikaku4/shimo33.jpg
https://userdisk.webry.biglobe.ne.jp/003/911/05/N000/000/001/129012737588216322549.jpg
https://www.photolibrary.jp/mhd6/img174/450-201010101941598091.jpg
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食べきれなかった肉や魚を保存食にしたように、貝の保存食も作られたでしょう。 

 

縄文土器を使って貝を煮て食べていた…と小学校 6 年生と勉強した時、ある女の子が、とて

もおもしろい意見を出しました。 

私は、学説通り、貝を煮て食べた縄文土器というイメージしかなかったのですが、その研究

授業で、私の「縄文土器を使って、どうやって食べていたかな？」という質問に、 

彼女は「きっと、肉も魚も、海草も入れたんじゃないかな？」 

と手を上げて発表してくれました。 

クラス全員の子どもたちが、パーッとイメージが 

広がったようで、その瞬間、 

「ああ、うまそう」 

「スープ出しが出ておいしいね！」 

口々につぶやきだしたのです。 

きっと、縄文時代の人々も、そうして、肉も入れたことでしょう。海草も・・・・。或いは

魚まで・・・・。 

だとすると、トマトが入っていないブイヤベース？と言ってもいいのでは？ 

縄文時代が私たちとつながり、縄文文化の豊かさにみんなが共感した瞬間でした。 

 

さらに、縄文土器の中には、塩を作るために使われたものもあるよ

うです。塩を作る時には、火で徹底的に熱するために、使い捨てに

せざるを得ないので、文様にはこだわらない土器の形になっている

そうです。縄文時代の人々も、塩を必要として作っていたことを知

ると、また、身近に感じるでしょう。 

 

もう一つ、縄文土器の大事な特徴についてふれておきましょう。縄文土器の芸術性です。 

火焔土器と呼ばれるものが代表的ですが、 

これは、多くの人が認める通り、この模様は、炎や蛇を

表しているものでしょう。 

そして、獲物を自然から得る当時の縄文の人々が、 

森や火をあがめるように、その力に敬意を抱いて、神に

通じるものとして、作られた儀式的なものだと考えられ

ます。 

子どもたちとじっくりながめながら、当時の人々の考え

を想像したり、真っ暗な夜を想像したり・・・・そんな

縄文時代の不思議なものへの近づき方も、楽しいでしょう。 

http://www.hakubutu.jp/wp-content/uploads/2015/12/PB233270.jpg
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③ 保存食を作って食べる。 

 前に書いたように、現代のように保存する道具、冷蔵庫などがない時代ですから、食べき

れないものは違う形で保存しなければ、飢えに見舞われます。 

 

肉、魚、貝などは、干して乾燥させる、或いは塩漬けにして風に

さらす・・・・あるいは、煙でいぶって、燻製にする・…そんな

保存の仕方だったでしょう。 

実際の今の保存の仕方にも、そうした方法は使われています。 

実際の世界の狩猟採集民族も、肉を干し肉に、魚は干物に、 

貝は干して乾燥させて・・・そうして保存しています。 

私たちの食料品の中にも、そうして乾燥されたものがありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ どんぐりの料理法！ 

 

縄文土器は、木の実を食べる時にも、保存する時にも使われたようです。 

山の食べ物で紹介したように、アクの強いどんぐりの実を食べるには、灰と一緒に煮る(これ

は今でもワラビなどはそうします)、或いは長時間水にさらす

…その時にも、必ず土器や器が必要です。収穫や水にさらす

時には、かごや土器を両方使って、大量のどんぐりを食べら

れるように、下処理をしました。 

 その上で、右のような石皿と石を使って、どんぐりをすり

つぶし、粉にしてそれを焼いたり蒸したり、揚げたり、その

ような粉食をしていたようです。 

実際に遺跡から写真のような食べ物が見つかっています。いわば、縄文時代のクッキーでし

ょうか。 

現代の物 

干し肉 

鮭を乾燥する 

ビーフジャーキー・さんまの干物・ホタテ貝柱 
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＊山形県押出遺跡から見つかった物の紹介 

「押出遺跡からなんとクッキー状の炭化物が出士しました。 

士器の装飾と同じ渦巻きの模様がついています。調査後、

脂肪酸分析という方法によって、クリ・クルミ・イノシシなどの

肉・血・野鳥の卵が含まれている事が分かり、縄文時代の

高カロリー食品として注目されました。炭化物がついた石皿

も見つかっており、加熱した石皿でクッキーを焼いたと考えら

れています。 

驚きの縄文クッキーは、クリ・クルミの粉を練って作った発酵

食品で、つなぎは野鳥の卵・味付けは岩塩による塩味で動物の肉の細切れを入れているものでした。粉にして練って  

石皿で焼いたものであります。肉が入っているということはこのころからハンバーグを食べていたことになります。」  HP より 

 

このように見てくると、縄文時代の人々が、思ったよりもおいしそうなものを食べながら、 

豊かに自然を生かして生きてきた様子が、わかってきたのではないでしょうか。 

 

⑤ 付録：市川市の姥山貝塚で他の遺跡では発見されないものが出てきました。 

 何が発掘され、みなさんはどう推理するか、意見を交換しましょう。 

姥山貝塚では、20 軒の竪穴住 

居が発見されていますが、その 

うちの一軒の床面からは、まる 

で、倒れたままの形で 5 人の人 

骨が発見されました。 

その骨を調べてみるとこの5人

は家族だったようで、男性 2 人、女性 2 人、子ども 1 人、全員が、突然亡くなったことを示

しているそうです。 

その理由としては、フグや食べ物などの中毒死、或いは伝染病による死亡、様々な推理が

されていますが、まだ、原因ははっきりわかりません。 

あなたは、どういう仮説を持ちますか。 

http://samidare.jp/toda/data/13684875951.jpeg
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姥山貝塚では、他にも 130 人を超える人々の骨が埋葬されて、見つかっているそうです。 

 

もう一つ、市川市立考古博物館にある発掘資料を紹介しましょう。 

曽谷貝塚から発見された 4000 年～3000 年前の糞石です。(全部で 40 点以上あるそうです) 

縄文人の糞の化石です。もう石になってし

まったので、匂いもしません。さて、どん

なものを食べたのでしょうか。 

表面を観察すると、小さな骨のかけらがた

くさん見えるそうです。また、含まれる油

を調べると木の実の油がたくさん含まれて

いたそうです。 

福井県の遺跡では、2000 点も出土し、今は、

さらにくわしく食事内容も分析できるそう

です。 

 

 

 

 

７ 縄文時代の人々の生活を、イメージできたかな？ 

  

   季節は秋、どんぐりや栗を集め、干し、鮭の干物も？冬に備えて住宅も。 
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こちらも秋、動物を狩りし、貝を煮て干貝を作る。縄文土器も製作。 

 

 

 

 

 

 

最後に、縄文時代の山と海の物を食べていた時代のことを思い描くと、私が必ず思い出すお

話を書いておきましょう。 

次の時代、弥生時代になっても、米だけで生活できるようになるまでの数百年間は、狩猟と

採集の習慣も、生活の中に残っていたようです。(遺跡からもわかります) 

それをあらわしていると思われるお話が、｢古事記｣のあるのを知っていますか。 

 

＊海幸彦山幸彦の話 

……昔、兄弟がいました。海で魚を釣るのが得意なのが兄の海幸彦、 

山で狩りをするのが得意なのは弟の山幸彦でした。 

ある時、弟の山幸彦が、兄の釣り針を見て魚を釣ってみたいと言う。 

そこで、弟の弓矢と兄の釣り針を交換して 1 日使ってみることにした。 

ところが、弟の山幸彦は、大事な釣り針を失くしてしまう。探しても探しても見つからない

時に、救いの手を差し伸べたのは海の神様で、誘われるままに、山幸彦は海の宮殿で 3 年も

の月日を過ごしてしまう。3 年後帰る時に、海の姫は夫となった山幸彦に、兄に仕返しをす

るための方策を教えます。それを実行した弟に、兄はその後言うことを聞くようになりまし

た。………というお話。 

 

ストーリーとしては、この後、不幸になるのは兄の海幸彦なので、何か納得いきませんが、 

でも、最初に紹介される兄弟の名前とイメージが、海幸彦・山幸彦。海も山も豊かで、「海

の幸、山の幸」の言葉が表しているのは、縄文の海と陸をも表しているような気がします。 

皆さんは、どう感じますか。 

https://rdsig.yahoo.co.jp/blog/gallery/image/main/RV=1/RU=aHR0cHM6Ly9ibG9ncy55YWhvby5jby5qcC9oYW5kXzA2MDdtYXNhMDgyOHQwNDIzL0dBTExFUlkvc2hvd19pbWFnZV92Mi5odG1sP2lkPWh0dHBzJTNBJTJGJTJGYmxvZy0wMDEud2VzdC5lZGdlLnN0b3JhZ2UteWFob28uanAlMkZyZXMlMkZibG9nLTgxLTJjJTJGaGFuZF8wNjA3bWFzYTA4Mjh0MDQyMyUyRmZvbGRlciUyRjE2MTMxOTUlMkY3OCUyRjY2NjM4Mzc4JTJGaW1nXzAlM0YxNTM1ODYyNjgyJmk9MQ--
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８ 考古学から推理した番組を見て、当時の生活のようすを想像しよう。 

 

 考古学の調査から、縄文時代の人々の生活のようすを描いた番組があります。 

ＮＨＫの番組「ウルトラアイ・縄文時代の生活」です。大変古い番組ではありますが、 

とてもおもしろく、登場人物の中に、｢縄文さん」が出てきます。(コメディアンの小松正夫さ

んのすばらしい名演技)そして、縄文さんが、全部やって見せてくれます。 

さらに、浦安の貝むき場が出てきます。…今はもう無くなってしまいましたが、市川のとな

りには、以前、貝むき場があって、アサリの干し貝を作っていました。 

縄文さんの熱演に驚き、笑いながら、ぜひ縄文時代を想像して、映像を見てください。 

内容は次の通りです。 

 

◆ 縄文さん登場・・・どんな体型か、復元する。 

◆ 縄文時代の料理研究・・・・どんぐりハンバーグ再現。 

◆ 縄文時代の狩り・・・・・・弓矢を作り的を射る。 

◆ 縄文時代の狩り２・・・・・イノシシを落とし穴で捕まえる 

◆ 縄文時代の衣服・・・・・・草をあんだものを着てみる。 

◆ 縄文時代の音楽・・・・・・土笛演奏 

 

また、この番組に出てくる故塩野半十郎さんは、民間の研究者で、農業をしながら、自分の

畑に出てくる土器を研究し、自宅に縄文住居を建てたり、縄文時代の衣服を再現したり、一

生を縄文時代の探求にかけた方です。 

先輩の先生たちに連れられて、私もお宅に伺ってお話をうかがいました。縄文ハンバーグ・

縄文クッキーと言って、木の実をつぶして蒸したり、焼いたりしただろうと実験をした上で

考えたのは、塩野半十郎さんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 22 - 

９ 縄文土器を作ってみよう。 

ここでは、私たちの会で縄文土器を作った時の方法を紹介しましょう。 

まず、コツ 

 ① 一番むずかしいのは、野焼きと言って縄文土器を焼く時です。乾燥が十分でも、数個 

は割れてしまうこともあること、悲しいですが覚悟しておきましょう。 

  そうならないためには、1 か月以上乾燥期間をあけること。 

  もう一つは、炎のすぐそばに置かずに、最初は遠火で、少しずつ温め、回転させて火の 

当たり方を均一にします。十分温まってきたら、火に近づけ、最後にマキがおき火に 

なった時に、土器を上に置いて焼いていくとい 

う方法です。 

 

 

 

 

 

 

② 土器を作る時には、乾燥が大敵になります。ひも状にした粘土を積み上げていく＝輪 

積法のですが、そのつなぎ目をきれいに指でこすってなくします。 

あまり、水をつけずに、つなぎ目がきれいに消えるようにします。一気に作ってしま 

わないとどんどん割れ目ができてしまうので、今、使っていない方の粘土は、ぬれた布 

でおおっておくようにします。 

大きければ大きいほど、器の高さが高ければ高いほど割れやすくなりますので・・・ 

特に底の部分から立ち上がるところは要注意です。継ぎ目がきれいになるまで、こすり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/image/0938605100/0938605100100010/116.jpg
https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/image/0938605100/0938605100100010/116.jpg
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「縄文時代」の授業 

目次 

１ まちがいさがしをしよう？ 

 

２ 私たちの近くに縄文時代の遺跡はあるかな？ 

 

３ 縄文時代は暖かかった！ 

 

４ 縄文時代の人々の食べ物は 

① まず、貝塚から発見される海の物の痕跡を見ましょう。 

② 今度は山にいる動物の痕跡を見てみましょう。 

③ 山で食べられる物は、動物だけではありません。 

 

５ どうやって、縄文時代の人々は、動物や魚や植物を捕まえ、 

あるいは取っていたのでしょうか。その方法は？ 

① 海の道具 

② 山の道具 

 

６ どんなふうにして、食べていたのか？ 

① 生で食べる？ 焼いて食べる？ 

② 煮て食べる 

③ 保存食を作って食べる。 

④ どんぐりの料理法 

⑤ 付録：市川市の姥山貝塚で他の遺跡では 

発見されないものが出てきました。 

 

７ 縄文時代の人々の生活を、イメージできたかな？ 

 

８ 考古学から推理した番組を見て、当時の生活のようすを想像しよう。 

 

９ 縄文土器を作ってみよう。 


